Meeting News by 千葉医学会 & The Chiba Medical Society
　 1． 本人・母親への介入により早期に転院が可能に
なった思春期神経性食思不振症の 1例
山本千尋，鈴木里実，畠山誠矢
山崎史暁，山内厚史，木村敦史
小松英樹，伊豫雅臣　（千大）
　症例は14歳女児。前医では身体管理ができないこと
から当科に転院となった。体重の改善とともに病識が
得られ，患児の変化の段階に合わせた本人及び母親に
介入が行えたことで児童精神科病棟を持つ前医に転院
が早期に行えた。
　 2． ドパミン過感受性精神病に対して電気けいれん
療法が奏功した 1例
阿久津実彩，岡田和樹，佐脇麻里亜
桶谷　優，木村　允，町澤　暁　　
小田靖典，長谷川　直，伊豫雅臣　
（千大）
　抗精神病薬を継続使用しているにも関わらず，その
効果が減弱し病状が不安定になることがしばしばあ
り，dopamin supersensitivity psychosis（DSP）と呼
ばれている。治療抵抗性とされる統合失調症患者のお
よそ 7割にDSPエピソードが認められると報告があ
る。今回我々はDSPが形成された治療抵抗性統合失調
症においてmECTが奏功し，幻覚妄想状態の著明な改
善と抗精神病薬を多剤から単剤に減量ができた症例を
経験したので報告する。
　 3 .  バルプロ酸ナトリウム投薬によりパーキンソン
症状を呈した双極性障害の 1例
篠田菜々，須藤祐輔，鈴木耕輔
宮澤惇宏，細田　豊，新津富央
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　バルプロ酸ナトリウム（VPA）によるParkinsonism
はこれまで多数報告されている。73歳女性が内服開始
2年後にParkinsonismを呈した。VPA中止後に症状
は改善した。Parkinsonismの原因としてVPAも検討
すべきである。
　 4 .  SSRIにより賦活され包丁を振りかざした思春期
症例
鈴木里実，畠山誠矢，山本千尋
山崎史暁，山内厚史，木村敦史
小松英樹，伊豫雅臣　（千大）
　思春期の精神疾患は症状の出現が多彩で非特異的で
あり，診断が難しい。強迫性障害と診断，SSRIにより
賦活され自傷行為に及んだ思春期症例を経験したので
報告する。双極性障害と診断を改め抗精神病薬と気分
安定薬の投与，曝露反応妨害法の実施で症状は改善し
た。
　 5 . 心因性疼痛を疑われた膀胱がん骨転移の 1例
佐脇麻里亜，阿久津実彩，岡田和樹
桶谷　優，木村　允，町澤　暁　　
小田靖典，長谷川　直，藤澤陽子　
簗場久美子，長谷川　誠，岡本英輝
伊豫雅臣　　　　　　　　（千大）
　痛みに悩まされる患者は不安や抑うつといった精神
症状が増悪し，痛みに伴う行動の為に患者の訴えが過
剰で演技的なものととらえられてしまうことがある。
また，疼痛は器質的要因以外に様々な要因が状態を修
飾するため，単一の科やスタッフのかかわりでは対応
が困難となることがある。自閉症スペクトラム障害
（ASD）を背景に持つと考えられた膀胱がん患者が心
因性疼痛を疑われ，リエゾンコンサルテーションおよ
び緩和ケア支援チーム介入を行った 1例を報告する。
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　 6 .  包括的な摂食障害治療により体重増加に至った
神経性やせ症の 1例
須藤佑輔，篠田菜々，鈴木耕輔　
宮澤惇宏，細田　豊，佐々木　剛
伊豫雅臣　　　　　　　（千大）
　13歳女児。約半年の経過で食事量の減少と過活動が
生じ，体重30.0㎏（BMI12.5）と著名なるい痩をきた
したため当院精神科に医療保護入院となった。行動制
限とワークブックを用いた認知行動療法，両親に対す
る家族教育を行った結果，食行動異常は改善し，体重
45.1㎏（BMI19.6）に増加した。退院後も再発なく経過
している。神経性やせ症に対する包括的な治療につい
て文献的考察加えて報告する。
　 7 .  クロザピンと維持電気けいれん療法を併用した
難治性統合失調症の 1例
畠山誠矢，山崎史暁，山内厚史
木村敦史，小松英樹，伊豫雅臣
（千大）
　クロザピン単剤での加療にて十分な陽性症状の改善
を認めず，気分症状も合併した治療抵抗性統合失調症
の37歳男性患者に対し，クロザピンと電気けいれん療
法の併用によって症状の改善を認めたが，数ヶ月で症
状再燃する傾向のため，症状コントロールのため維持
電気けいれん療法を継続した症例。
　 8 .  ハンチントン病による器質性精神障害に対して
アリピプラゾールが著効した 1例
岡田和樹，阿久津実彩，佐脇麻里亜
桶谷　優，木村　允，町澤　暁　　
小田靖典，長谷川　直，伊豫雅臣　
（千大）
　ハンチントン病の精神症状に対する抗精神病薬の有
効性に関しては報告が乏しく，その実態は不明である。
今回我々はアリピプラゾールが有効であった 1例を経
験したので報告する。
　 9 .  全国の精神科医向け女性のライフステージに基
づいたうつ病・双極性障害の診療に関するアン
ケート研究
橘　真澄，橋本　佐，中里道子
伊豫雅臣　　　　　（千大院）
渡邉博幸，田中麻未　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
竹内　崇　（東京医科歯科大）
　うつ病・双極性障害は女性特有の臨床的特徴がある
が，その治療ガイドラインでは，概ね，妊娠期の薬物
療法に於ける配慮に留まっている。我々は，女性のう
つ病・双極性障害患者における，児童・思春期・妊
娠・出産と育児，更年期，シニア世代といった各ライ
フステージに於ける精神科診療の実態をアンケート質
問紙を用いて全国規模で明らかにする。
　10. ゲノム多様性 : ドパミン過感受性形成のリスク
大石賢吾，金原信久，小田靖典
仲田祐介，伊豫雅臣（千大院）
高瀬正幸　　　　　　　　　　
（ザッカーヒルサイド病院）
佐藤泰憲　　　　　　　　　　
（千大院・未来医療グローバル治療学）
　ドパミン神経伝達に関係する一塩基多型（SNP）が
知られている。これらのSNPには，関連遺伝子活性に
影響を及ぼす機能性を有したSNPが存在する。中には
ドパミンの合成や分解，DRD2活性に比較的高い影響
力を有し，出現頻度の高いSNPも報告されている。こ
れらのSNPを組み合わせて評価することによりドパミ
ン過感受性形成リスクの予測を試みる。
　11． Exome解析による遅発性ジストニアの遺伝子探索
金原信久，伊豫雅臣（千大）
　遅発性ジストニア患者 3名を対象に，Exome解析を
実施中である。ドパミンD2受容体などに着目し，稀
な変異を探索しているところである。
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　12. 袖ケ浦さつき台病院におけるECTの実績報告
大和浩文，鈴木　均，石毛　稔　
大掛真太郎，橋本　佐，倉田　勉
田頭小百合，大熊孝宏，関　明宏
大迫鑑顕，菊池周一，矢田洋三　
（袖ケ浦さつき台）
　当院では2016年 4月より電気痙攣療法（ECT）を開
始した。2017年12月までに208件19名（気分障害圏10名，
統合失調症圏 8名，老年期精神病性障害 1名）に施行
しており，身体合併症のある患者にも当院で安全に治
療できている。
　13． 幻視・不登校を主訴に 2年間入院している小学
生男児の 1例について
鈴木陽大，田村真樹，松浦暁子　
松木悟志，野々村　司，篠田直之
（千葉市立青葉）
　【症例】12歳男性。精神病の基準を満たしていない
が数年以内に発症する危険性が高い状態を精神病発症
危機状態（ARMS）と呼ぶ。自閉症スペクトラム障害
としての背景から不適応を起こしARMSを呈していた
症例が，二年間の入院中に対人関係技術の向上によっ
て症状の改善を経験した為報告する。
　【結語】ARMSの状態像を呈している患者に対して
は，個々に合わせた問題解決を行うことが望ましい。
　14． 当院における産科領域のリエゾン症例に関する
検討
小川　道，小池　香，赤田弘一　　
齋賀孝久，佐藤茂樹（成田赤十字）
　周産期にリエゾン介入が必要な患者は一定数存在し
ているが，精神疾患合併妊婦の対応ができる病院は限
られており，そのあり方について検討が必要である。
我々は，平成24年11月から平成29年10月の五年間に当
院産科と精神科で診療した102名の患者のカルテを後
方視的に調査した。分娩した患者のほとんどは産科病
棟での出産が可能であり，妊娠中に精神科病棟への入
院を要した患者は71例のうち 4例のみであった。精神
疾患合併妊婦の多くは産科病棟での出産が可能である
ことが示唆され，産科を有する病院の精神科リエゾン
体制の充実が望まれる。
　15． リチウム中毒を発症した 2型糖尿病の 1例
石井宏樹，花岡晋平，山中浩嗣
阿部貴之，澁谷孝之，深見悟郎
（千葉県精神科医療センター）
　症例は 2型糖尿病の既往歴のある双極性障害の70歳
女性。入院中に使用経験のない炭酸リチウムを導入し
たが，その過程で予想のつかない急激な炭酸リチウム
濃度の上昇がみられた。その中での反省点からリチウ
ム中毒の危険因子を考慮し，身体徴候や検査異常を見
逃さないことの重要性を痛感した。
　16.  安楽死を強く希望し，「死なせてくれ」と繰り
返した70代慢性疼痛の 1例
大上俊彦，瀬嵜智之，稲積和彦
中川萌以，小石川比良来　　　
（亀田総合）
　70代女性。腰背部の慢性的な疼痛を苦にし自殺企図。
抑うつ状態と判断され精神科病棟へ入院したが，「痛み
が辛い，薬を注射して死なせてくれ」と繰り返し，気
分の改善を認めなかった。訪問医療を導入し退院した
が，肺炎に罹患し検査や治療を拒否し死亡した。患者
の同意能力や意思決定能力の有無をどのように判断す
るかの基準は明確ではなく，今後の包括的議論が俟た
れる。
　17． 心身問題からEBMを考える
根本豊實（磯ケ谷）
　心身問題は，デカルトから始まるが，彼は心身二元
論を唱え，近代科学を準備したが，一方，心的因果に
ついては「心身合一」という科学の枠組みを越える，
行為遂行的な概念で答えた。身体とともに心を対象と
する精神医学は，近代科学の前提に立つEBMを尊重
しながらも，この日常的な言語のやり取りで構成され
る素朴心理学的なデカルトの言う「心身合一」の構え
から多くのものを学ぶことが必要であろう。
　18． HITキャラクトロジー心理学協会の派遣カウン
セラーを利用して
中村和郎（千葉セントラル神経科クリニック）
　常々カウンセリングに役に立つ心理学はないかと気
には止めていましたが自分の欲しかった心理学と一致
したのでぜひ皆さんとシェアーしたくて発表させてい
ただきました。何がいいかというと生き生きとした人
間を相手にしているところがありまた簡単な分かりや
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　21． 日本における妊娠可能年齢の女性に対する抗て
んかん薬とリチウムの処方状況に関する調査研
究 : 厚生労働省レセプト情報等データベースを
用いて
吉村健佑，佐藤愛子，伊豫雅臣　
（千大院）
橋本　佐（同・袖ケ浦さつき台）
渡邊博幸　　　　　　　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
中里道子　　　　　　　　　　　
（千大院・国際医療福祉大熱海）
　大規模データベースを用いて，妊娠可能年齢の女性
に対する催奇形性の高い薬剤の使用実態を示した。
　22． 治療抵抗性統合失調症の自閉症的特性 : 統合失
調症と自閉症スペクトラム障害の横断的研究
仲田祐介，伊豫雅臣（千大院）
金原信久　　　　　　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
　統合失調症と自閉症スペクトラム障害（Autism 
Spectrum Disorder: ASD）の異同が論じられているが，
本研究では特に，治療抵抗性統合失調症（Treatment-
resistant schizophrenia: TRS）とASDとの相同性を検
討した。その結果，寛解統合失調症と比較しTRSは，
自閉症的特性が高く，社会認知機能が不良であり，特
に過感受性精神病が認められないTRS群はその傾向が
強く，ASDと類似した病態を有する可能性が示唆され
た。
　23． 認知行動療法に関する最近の話題
清水栄司（千大・認知行動生理学）
　イメージや記憶の再構成を行う技法，対象を患者本
人でなく家族に介入する方法，また，直接対面だけで
なく，ネット上のコンピュータプログラムやテレビ電
話を介して遠隔で行うなどの，認知行動療法の最近の
話題を紹介する。
すい言葉であることが気に入っています。また奥が深
く，いろんなことに応用が利くことが素晴らしいと思
いました。そういうカウンセリングならばと，いつも
話の内容が同じでただ薬を出しているだけの感触の患
者さんにカウンセリングをお願いしてみました。
　19． 当院における骨密度とプロラクチンの関係につ
いて
井手本啓太（同仁会木更津）
　統合失調症患者71名に対して，超音波骨密度測定装
置を用いて骨密度を測定しプロラクチンとの関係を調
べた。
　スコアとプロラクチンには相関は認めず，陰性症状
など他の要因の影響が大きいと思われた。
　スコアと年齢には正の低い相関を認め，若年者でも
骨折のリスクなどには注意を払うべきだと考えた。
　20． 極性障害患者のライフイベントに関連した心理
的苦痛に対する横断研究
佐藤愛子，橋本　佐，木村敦史
新津富央，伊豫雅臣（千大院）
　双極性障害患者における，ストレスの多いライフイベ
ントと心理的苦痛（psychological distress symptoms: 
PDS）の関係を，同患者79名を抑うつ群，躁・軽躁群，
寛解群に分け，問診及び質問紙により調査・検討した。
同患者にPDSが存在すること，抑うつ状態，躁・軽躁状
態の者は寛解した者に比し自身のイベント経験をより強
いPDSとして知覚すること，気分症状の中でも抑うつ症
状がよりPDSの程度に関与する可能性を示した。
